
○田村副議長 次に、森田議員。

〔森田議員質問席へ〕

○森 田議 員 森 田悟 史 でござ いま す。 令和７ 年３ 月定例 会に おき

まし て、 大要４ 点質 問 させて いた だき ますの で、 どうぞ よろ しく

お願いいたします。

まずは、不妊治療について伺っていきたいと思います。

不 妊治 療につ いて は 、令和 ４年 の４ 月から 保険 適用の 範囲 に含

まれ るこ とにな りま し て、現 在は ３割 の自己 負担 で不妊 治療 を受

けることができるようになっております。

日本では、２０２１年に体外受精で生まれた赤ちゃんは全体の 8.

６ ％ 、 約 １ ２ 人 に １ 人 、 ２ ０ ２ ２ 年 に ついて はお よそ１ ０人 に１

人が 体外 受精に より 妊 娠した もの であ るとい うふ うに言 われ てお

りま す。 不妊治 療の 保 険適用 に伴 い、 割合と して は増加 して きて

いるものと認識を持っております。

そ こで 、まず 伺っ て おきた いの が、 不妊治 療に ついて 本市 はど

のように認識をしているか伺っておきたいと思います。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 不妊治 療に 対す る本市 の認 識につ いて でご

ざい ます 。不妊 治療 を 受けた こと があ る夫婦 の数 は、全 国的 に上

昇傾 向に ありま す。 子 どもを 望ま れる 夫婦に 対し て、不 妊治 療は

子ど もを 授かる 方法 の 一つと して 重要 なもの だと 認識を して おり

ます。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 全 国的 に 上昇傾 向に ある という とこ ろで、 こど も家

庭庁 のホ ームペ ージ に よりま すと 、２ ０２１ 年の データ にな るん



です けれ ども、 不妊 を 心配し たこ とが ある夫 婦は ３ 9.２ ％ で 約 2.

６組に１組、不妊の検査、治療の経験がある夫婦は２ 2.７ ％で約 4.

４ 組 に １ 組 と 言 わ れ て お り 、 不 妊 治 療 は特別 なこ とでは なく なっ

てきているというふうな認識を持っております。

こ の不 妊治療 を取 り 巻く環 境に おい ては、 様々 な課題 があ ると

いう ふう に考え られ て おりま す。 まず はその 課題 をしっ かり と把

握し た上 で様々 な施 策 に取り 組ん でい ただき たい と思う ので すが、

不妊 治療 におけ る課 題 につい て、 具体 的にど のよ うなも のが ある

と認識をしておられるかお伺いいたします。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 不妊治 療の 課題 につい てで ござい ます 。不

妊治 療を 受ける 方に と って、 治療 など の身体 的負 担や精 神的 負担、

治療 費用 などの 経済 的 負担、 また 仕事 を持つ 方が 多い年 齢で もご

ざい ます ので、 仕事 と 治療を 両立 する ための 環境 の整備 など 様々

な課題があると認識をしております。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 一 般的 な 内容を お答 えい ただい て、 私も同 じよ うな

認識を持っているところでございます。

金 銭的 な部分 につ い ては後 ほど 少し 詳しく 触れ たいな と思 うん

です けれ ども、 それ 以 外のと ころ でも 負担が 大き いとい うふ うに

言わ れて おりま して 、 採卵術 とか もあ ります ので 身体的 な負 担が

大き いで あった りと か 、あと は精 神的 にも負 担が 大きい 、職 場環

境に よっ てはま たそ う いう面 でも 負担 を感じ るな ど、課 題は 非常

に多いものであるというふうに認識を持っております。

で すの で、そ こに 対 して様 々な 形で 支援を 行っ ていた だく とい



うよ うな 必要が ある の ではな いか とい うふう に思 ってお りま して、

本市 にお ける不 妊治 療 の支援 の取 組と 実績に つい て伺っ てお きた

いと思います。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市に おき まし てのこ れま での取 組と 実績

につ いて でござ いま す 。本市 では 、平 成２４ 年度 から不 妊治 療に

対す る助 成制度 を開 始 してお りま す。 令和４ 年度 から一 部の 不妊

治療 が保 険適用 とな っ たこと から 、令 和４年 度以 降は保 険診 療と

組み 合わ せて実 施さ れ た先進 医療 や全 額自費 診療 の治療 費に 対し

て、県の助成への上乗せ助成を行っているところでございます。

ま た、 不妊に 悩む 方 の御相 談に つき まして は、 医療機 関や 鳥取

県が 設置 してお りま す 不妊専 門相 談セ ンター はぐ てらす など を御

案内しているところでございます。

実 績と いたし まし て は、令 和４ 年度 の助成 実績 は８８ 件で ござ

いま した 。これ は、 う ち５６ 件は 令和 ３年度 中、 保険適 用前 の治

療に 伴う もので ござ い ます。 令和 ５年 度の助 成実 績とし まし ては

３０件でございました。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 相 談窓 口 を案内 して いた だいた りと か助成 事業 を実

施し てい ただい てる と いうふ うな こと だった かと いうふ うに 思っ

てお りま す。こ の不 妊 治療に 対す る助 成制度 、そ の目的 をど のよ

うに 設定 されて いる の かとい うと ころ を確認 の意 味も込 めて 伺っ

ておきたいと思います。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 助成制 度の 目的 でござ いま すが、 不妊 治療



を受 けら れる方 に多 く の負担 、不 安が ある中 で、 妊娠及 び出 産を

望ま れる 夫婦が 安心 し て子ど もを 産み 育てる こと ができ る環 境を

整備 する ため、 経済 的 負担の 軽減 を図 ること を目 的とし てお りま

す。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 県 の助 成 への上 乗せ で助 成して いた だいて ると いう

とこ ろで 、県内 のほ か の自治 体さ んも 拝見し ます と、多 くは 同じ

よう な手 法で助 成制 度 を持っ てお られ るとい うよ うなと ころ でし

た。

本 市は 先進医 療分 の 上限額 が２ 万 5,０ ０ ０ 円 と い う と こ ろ で 、

こ こ の 額 に つ い ては 県 内のほ かの 市町 村を調 べて みます と大 体５

万円 の上 限に設 定し て いると いう よう な自治 体の ほうが 多か った

かな とい う印象 を持 っ ており ます 。こ ういっ た限 度額と いう 部分

もそ うで すし、 助成 の 対象で すね 、県 の助成 への 上乗せ とい うと

ころ であ ったり です と か、あ と先 進医 療分で あっ たりと か、 保険

の有 無と いうと ころ も 含めて とい うと ころに はな るんで すけ れど

も、 こう いった 本市 の 不妊治 療助 成制 度とい うも のがど のよ うな

経緯 や基 準で内 容や 対 象が決 定さ れた のかと いう ところ を伺 って

おきたいと思います。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 助成制 度の 内容 等の決 定の 経緯に つい てで

ござ いま すが、 不妊 治 療によ る経 済的 負担の 軽減 を図る ため 、従

来か ら実 施をさ れて お りまし た鳥 取県 の不妊 治療 費助成 制度 に上

乗せをして助成を行うこととしたところでございます。

内 容や 対象者 につ き まして は、 本市 独自の 基準 ではな く、 鳥取



県の制度の内容、対象者と同様でございます。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 経 済的 負 担の軽 減を 図る ためと のこ とだっ たん です

けれ ども 、保険 適用 に なった 部分 だけ でも非 常に 多額な 自己 負担

が発 生し ている とい う ような こと があ りまし て、 そうい った とこ

ろが 結構 非常に 厳し い という ふう な意 見を実 際に 治療を 受け られ

てる方からもいただいているところではあります。

令 和４ 年４月 に保 険 適用と なっ た不 妊治療 に係 る診療 報酬 点数

の表 の数 字を少 し御 紹 介させ てい ただ きます と、 採卵術 が 3,２ ０

０ 点 で 、 個 数 に よ っ て 2,４ ０ ０ か ら 7,２ ０ ０ 点 を 加 算 、 さ ら に 体

外 受 精 で 4,２ ０ ０ 点 、 顕 微 授 精 で あ れ ば 個 数 に よ って 4,８ ０ ０ か

ら １ 万 2,８ ０ ０ 点 、 受 精 卵 胚 培 養 管 理 料 が 4,５ ０ ０ か ら １ 万 ５ ０

０ 点 、 胎 盤 胞 作 成 加 算 が 1,５ ０ ０ か ら 3,０ ０ ０ 点 、 胚 凍 結 保 存 管

理 料 導 入 時 で 5,０ ０ ０ か ら １ 万 3,０ ０ ０ 点 、 新 鮮 胚 移 植 の 場 合 7,

５ ０ ０ 点 、 凍 結 融 解 胚 移 植 の 場 合 １ 万 2,０ ０ ０ 点 と い う よ う な と

こ ろ で 、 こ れ １ 点１ ０ 円で計 算さ れる ので、 積算 してい ただ いた

ら大 体ど れぐら いの 金 額がか かる かと いうと ころ はお分 かり にな

るか と思 うんで すけ れ ども、 こう いっ た中で 費用 に幅が ある もの

の、 安い からこ の治 療 方法に しよ うと いうよ うな 話では ない とい

うふ うに 思って おり ま すので 、そ れな りに金 額か かって くる よう

なことかなと思っております。

実 際に 市内の 産婦 人 科の先 生に お話 伺った ら、 高額療 養費 制度

もあ るの で１５ 万円 く らいで 収ま るの ではな いか という こと だっ

たん です けれど も、 な かなか の金 額だ なとい うふ うに思 って おり

まし て、 このよ うに 特 定不妊 治療 には 保険適 用だ として も高 額の



自己 負担 が発生 し、 治 療も複 数回 必要 になる ケー スもあ りま す。

本市 とし て、こ のよ う な経済 的負 担に ついて どの ように 認識 して

いるかお伺いいたします。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 経済的 負担 への 認識で ござ います 。令 和４

年度 から の保険 適用 後 、治療 費の 自己 負担が ３割 になり まし たの

で、 高額 療養費 制度 の 対象に もな った ため、 経済 的負担 は軽 減さ

れて いる と考え てお り ますが 、１ 回の 治療で 終了 するケ ース は多

くな く、 複数回 の治 療 が必要 とな るた め、負 担が 増大す る場 合も

あると認識をしております。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 お っし ゃ るとお りで 、相 対的に はや はり負 担は 軽減

され てき ている とい う ような こと だと は思う んで すけれ ども 、１

５万 円か かると 言わ れ たら、 一月 の金 額です ので 、なか なか だな

と思っております。

ち ょっ と比較 対照 と して、 鳥取 県の 毎月勤 労統 計調査 とい うも

のが ござ いまし て、 一 番新し い数 字が 令和６ 年１ ２月の もの だっ

たの でそ ちらを 御紹 介 させて いた だき ますと 、規 模５人 以上 の調

査産 業計 で現金 給与 総 額のう ち決 まっ て支給 する 給与は ２３ 万 9,

３ ５ １ 円 と の こ と で 、 こ う い っ た 数 字 から見 ても 、この １５ 万と

いう のが 非常に 、ど れ だけ大 きな 負担 がかか って いるの かと いう

ところは御理解いただけるかなというふうに思っております。

さ らに 、特定 不妊 治 療の部 分の 負担 感でそ れだ けあり まし て、

それ まで にもや はり い ろいろ な処 置で あった り検 査でお 金が かか

って いる という こと は ござい ます 。鳥 取県の 不妊 治療助 成制 度の



対象 者要 件とし て、 特 定不妊 治療 以外 の治療 法に よって は妊 娠の

見込 みが ないか また は 極めて 少な いと 医師に 判断 された 方と いう

ふう にあ ります 。こ れ はケー ス・ バイ ・ケー スで あると 思う んで

すけ れど も、特 定不 妊 治療に 至る まで にやは り検 査を経 てと か一

般不 妊治 療を経 てと い うこと にな ると 、トー タル で見る とさ らに

大き な金 額がか かっ て くると いう よう なこと が実 態であ ると いう

ふうに認識を持っております。

で すの で、不 妊治 療 を受け る方 々の 経済的 負担 を軽減 する とい

う観 点か ら、本 市の 助 成制度 では 現状 で十分 な支 援とな って いる

と考 えて おられ るの か 、また 利用 者の ニーズ とい うもの をど のよ

うに把握しておられるのか伺っておきたいと思います。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 助成制 度に 対す る考え や利 用者の ニー ズの

把握 のお 尋ねで ござ い ますけ れど も、 現在行 って いる費 用助 成は

治療 費に 対して のみ で ござい まし て、 不妊治 療を 受けて いる 方の

経済 的負 担は治 療に か かるも のだ けで はない ため 、ニー ズに 沿っ

た助成が必要であるということは認識をしております。

利 用者 のニー ズの 把 握につ いて は、 先ほど も相 談先と して 御紹

介を いた しまし たけ れ ども、 はぐ てら すを通 じま して利 用者 の御

意見を伺うようにしているところでございます。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 本 市に お いては 、令 和４ 年度の 際に は一般 不妊 治療

に対 する 支援も 行っ て いただ いて いた という ふう に記憶 をし てお

りま すが 、令和 ５年 度 からは 実施 して おられ ない という よう な状

況かなと思っております。



県 内ほ かの市 町村 に おいて は、 一般 不妊治 療で あった り不 妊検

査に 対し ても支 援を し ている とい うよ うなと ころ もあっ たり です

とか 、保 険適用 の有 無 を問わ ず助 成を してい ると いうよ うな 自治

体もあるというふうに認識をしております。

で すの で、本 市に お いても 不妊 で悩 む方に 対し てより 一層 の支

援を して いただ きた い と思う ので すが 、本市 の助 成制度 の拡 充な

ど、 不妊 治療を 行う 方 のさら なる 負担 軽減の 必要 性につ いて 、本

市の見解を伺いたいと思います。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 さらな る負 担軽 減の必 要性 につい てで ござ

いま すが 、不妊 治療 を 行う方 の経 済的 負担を 軽減 し、安 心し て子

ども を産 める環 境を 整 備する こと は必 要だと 考え ている とこ ろで

ございます。

助 成制 度の拡 充に つ きまし ては 、経 済的な 課題 のほか 、治 療と

仕事 の両 立など の社 会 的な課 題も ある と認識 をし ており まし て、

今後 も相 談機関 等と 情 報共有 をい たし まして 、利 用者の ニー ズ把

握に努めていきたいと考えているところでございます。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 こ こま で 金銭的 な負 担の 部分を 中心 に議論 させ てい

ただ いた ところ では あ るんで すけ れど も、そ れだ けでは ない とい

うこ とを 私も理 解し て おりま すし 、皆 様にお かれ ても御 理解 いた

だい てい ること と思 い ますの で、 ぜひ 引き続 きこ ちらは 前向 きに

取り組んでいただきたいなというふうに思います。

不 妊治 療に対 する 助 成制度 は、 市民 が安心 して 治療に 取り 組め

る環 境づ くりの ため に 欠かせ ない もの という ふう に考え てお りま



す。 現行 制度の 課題 や 限界を 踏ま え、 より多 くの 方が支 援を 受け

られるような制度設計をお願いしておきたいと思います。

続きまして、大要２点目に移ります。

先 ほど まで不 妊治 療 のこと を質 問さ せてい ただ いてお りま した

が、 その 要因は いろ い ろある と思 って おりま すし 、不妊 に限 らず、

妊娠、出産のリスクは様々あるというふうに考えております。

そ こで 、近年 注目 さ れ始め てい るの がプレ コン セプシ ョン ケア

とい うも のでし て、 ま ず初め に、 この プレコ ンセ プショ ンケ アと

いう もの がどの よう な もので ある のか お伺い をし ておき たい と思

います。

○田村副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 プレ コン セプ ション ケア につい てで ござ

いま すが 、男女 とも に 性や妊 娠に 関す る正し い知 識を身 につ け、

妊娠 前か らの望 まし い 食生活 等の 実践 等、適 切な 健康管 理を 促す

取組でございます。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 非 常に 端 的にお 答え いた だきま した 。少し 補足 させ

てい ただ きます と、 ２ ００６ 年に アメ リカの 疾病 管理予 防セ ンタ

ーが 提唱 し、そ の後 、 ＷＨＯ が２ ０１ ２年に 、妊 娠前の 女性 とカ

ップ ルに 医学的 、行 動 学的、 社会 的な 保健介 入を 行うこ とと 定義

をされています。

日 本に おいて は、 ２ ０１５ 年、 国立 成育医 療研 究セン ター 内に

プレ コン セプシ ョン ケ アセン ター が開 設され 、情 報発信 や健 康支

援の取組がスタートしました。

ラ イフ プラン を早 い 段階か ら意 識し ていく ため にも、 思春 期以



降の 若い 世代の 男女 を 中心に 推奨 され ている もの という ふう に理

解をしております。

こ うい った不 妊治 療 への公 的支 援が 拡充さ れて きてい るも のの、

そも そも 不妊の リス ク を減ら すた めに 妊娠前 から の健康 管理 が重

要で ある という 考え 方 が十分 に普 及し ている とは 言えな い状 態と

いうふうに思っております。

こ のプ レコン セプ シ ョンケ アの 普及 は、妊 娠の 希望の 有無 にか

かわ らず 、将来 的な 健 康リス クを 減ら し、市 全体 の健康 寿命 の延

伸にも寄与する可能性があるというふうに考えております。

そ こで 、本市 とし て プレコ ンセ プシ ョンケ アの 意義や 重要 性を

どのように認識しておられるのか伺いたいと思います。

○田村副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 意義 や重 要性 につい てで ござい ます が、

男女 が性 や妊娠 、健 康 管理に つき まし て正し い知 識を身 につ け、

生活 習慣 の見直 しを 行 うこと で自 身が 健康に なり 、将来 のラ イフ

プラ ンを 考える こと が できる とい った 効果が 期待 でき、 将来 子ど

もを 望ん だとき に健 や かな妊 娠、 出産 を迎え る準 備がで きる など、

重要なことと認識しております。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 こ のプ レ コンセ プシ ョン ケアに つい ては、 鳥取 県の

ほう でも 推進し てい く 意向が ある とい うよう な話 も仄聞 して いる

とこ ろで ござい まし て 、この 普及 につ いては 自治 体の積 極的 な関

与と いう ものは 欠か す ことの でき ない もので ある という ふう に考

えております。

そ こで 、現時 点で 本 市が実 施し てい る取組 につ いてお 伺い いた



します。

○田村副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 本市 が実 施し ている 取組 につい てで ござ

いま すが 、プレ コン セ プショ ンケ アと しての 実施 はござ いま せん

が、 若い 世代に 対し ま す健康 づく りの 取組と いた しまし ては 、二

十歳 以上 の女性 を対 象 といた しま した 子宮頸 がん 検診を 実施 して

いる とこ ろでご ざい ま す。ま た、 ＨＰ Ｖワク チン の啓発 とい たし

まし て、 中高生 の女 子 と保護 者に 向け て子宮 頸が んの予 防や 検診

の必要性につきまして周知を行っているところでございます。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 プ レコ ン セプシ ョン ケア は単な る妊 娠準備 では なく、

若い うち から自 分の 健 康につ いて 考え 、生活 習慣 を整え ると いう

ことを目的にしていると思っております。

し かし ながら 、こ の 重要性 がな かな か伝わ りに くいと いう 部分

もあ ろう かなと 思っ て おりま して 、特 に若年 層に とって プレ コン

セプ ショ ンケア とい う 言葉自 体が まだ なじみ のな いもの であ ると

いうふうに思っております。

ま た、 プレコ ンセ プ ション ケア は多 岐にわ たる 健康課 題を 含む

ため 、ど のよう に伝 え れば市 民に とっ て分か りや すくな るの かで

あっ たり 、どの よう な タイミ ング で情 報提供 する のが効 果的 なの

かといった点も課題になり得ると考えます。

本 市と して、 プレ コ ンセプ ショ ンケ アを普 及し ていく 上で どの

ような課題があると認識しておられるのかお伺いいたします。

○田村副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 普及 して いく 上での 課題 につい てで ござ



いま すが 、プレ コン セ プショ ンケ アの 意義、 重要 性を周 知し てい

く必 要性 がある と考 え ており ます が、 若い世 代へ どのよ うに 情報

を届 ける かが課 題と な るとこ ろで ござ います 。ま た、知 識の 普及

を行 うと 同時に 、相 談 支援の 体制 構築 も必要 であ ると考 えて おり

ます。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 プ レコ ン セプシ ョン ケア の普及 には 、まず 市民 がそ

の概 念を 知り、 必要 な 情報に アク セス できる 環境 を整え るこ とが

重要だというふうに考えております。

特 に若 年層へ のア プ ローチ は難 しい 側面と いう ものが あり まし

て、 従来 の広報 手段 だ けでは 十分 に届 かない 可能 性もあ るの では

というふうに危惧をするところであります。

ま た、 自治体 とし て プレコ ンセ プシ ョンケ アの 普及を 進め るに

当た り、 どのよ うな 場 面でど のよ うな 方法で 情報 提供を 行う のが

最も効果的なのかを考える必要があるというふうに思います。

本 市と して今 後ど の ような 方法 でプ レコン セプ ション ケア を周

知し、対象者へ情報を届けていく考えかお伺いいたします。

○田村副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 周知 方法 につ いてで ござ います が、 二十

歳を 祝う 会やＳ ＮＳ 等 の活用 、ま た市 内医療 機関 や県と 共同 した

様々な方法での周知に努めていきたいと考えております。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 失 礼し ま した。 まず 、先 ほども 不妊 治療も 関連 して

なん です けれど も、 不 妊治療 への 支援 充実も もち ろん行 って いた

だき たい という とこ ろ もあり ます が、 それと 同じ くらい 、不 妊に



なり にく い社会 をつ く るとい うこ とも 非常に 重要 である とい うふ

うに考えております。

そ のた めには 、将 来 的な妊 娠や 出産 を考え る前 の段階 から 健康

管理 の意 識を高 める こ とが重 要だ とい うふう に思 ってお りま すの

で、 本市 として も受 け 身では なく 、で きると ころ からし っか りと

動き出していただきたいと思います。

そ の第 一歩と して 、 市民に プレ コン セプシ ョン ケアの 概念 を知

って もら うこと が不 可 欠だと いう ふう に思い ます ので、 まず はホ

ーム ペー ジであ った り 広報紙 など で情 報提供 から でもぜ ひ行 って

いただきたいなというふうに思います。

続いて、大要の３点目に移ります。

プ レコ ンセプ ショ ン ケアの 項目 で若 い世代 にど のよう に情 報を

届け るか が課題 にな る という よう な話 をさせ てい ただい たと ころ

で、 若年 層に向 けた 自 治体広 報に つい てとい うと ころを 伺っ てい

きたいと思います。

自 治体 広報は 、市 民 に必要 な行 政サ ービス や政 策を周 知し 、地

域と のつ ながり を強 化 する重 要な 役割 を担っ てい ると考 えま す。

本市 でも 、広報 紙や ホ ームペ ージ とい った従 来の 手法に 加え 、Ｓ

ＮＳ を活 用した 発信 を 行って いた だい てると のこ とです が、 それ

がど の程 度届い てい る のか、 効果 的な アプロ ーチ になっ てい るの

かというところを改めて検証する必要があると考えます。

ま た、 本市の 広報 紙 などは 自治 会経 由で配 布さ れてい る場 合が

多い と思 うんで すが 、 自治会 未加 入世 帯とい うの も増え てき てお

り、 結果 として 広報 紙 が届か ない 層は 一定数 存在 すると いう ふう

にも考えられます。



自 治体 からの 発信 だ けでな く、 若年 層が知 りた いと思 える よう

な工 夫が 必要で ある と 思って おり まし て、本 市と して若 年層 向け

広報 の現 状をど のよ う に認識 し、 また どのよ うな 課題が ある と考

えておられるのかお伺いいたします。

○田村副議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 若 年 層は、 他の 年齢 層と比 べま して広 報紙 やホ

ーム ペー ジより もＳ Ｎ Ｓから の情 報を 多く得 てい るもの と考 えて

おり ます 。それ を踏 ま えまし て、 若年 層向け の情 報発信 にお きま

して は、 インス タグ ラ ム、Ｌ ＩＮ Ｅな どのＳ ＮＳ 媒体を 積極 的に

活用しているところでございます。

ま た、 発信し た情 報 につき まし て、 若年層 にい かに関 心を 持っ

ても らえ るのか 、キ ャ ッチし ても らえ るのか とい うこと が課 題だ

というふうに認識をしております。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 近 年、 多 くの自 治体 が若 年層向 けに ＳＮＳ を活 用し

た情 報発 信を強 化し て おり、 本市 にお いても イン スタグ ラム やＬ

ＩＮ Ｅな どを御 活用 い ただい てる との ことだ った と思い ます 。で

すが 、そ れがど の程 度 の影響 力を 持ち 、実際 の行 動変容 につ なが

って いる のかと いう と ころが 非常 に重 要なポ イン トにな るの では

ないかと考えております。

Ｓ ＮＳ を利用 する こ とは有 効で はあ ります が、 単に投 稿す ると

いう こと だけで はも ち ろんフ ォロ ワー も増え ませ んし、 情報 が届

かな いと いう可 能性 も 考えら れて おり ます。 です ので、 受け 手に

とっ て有 益な情 報と 感 じても らわ なけ ればな らな いとい うふ うに

考え てお りまし て、 そ のため には 発信 内容で あっ たりタ イミ ング



であ った り、よ り戦 略 的な運 用が 求め られる ので はない かと 考え

ております。

例 えば ＳＮＳ 投稿 の 分析を 行い 、ど の情報 が最 も反応 を得 やす

いの か、 どの時 間帯 に 投稿す ると 閲覧 数が伸 びる のかと いっ たデ

ータ を活 用し、 より 効 果的な 発信 につ なげて いく という よう なこ

とは 非常 に重要 であ る と考え ます 。本 市とし ても 、単に 情報 発信

する だけ でなく 、そ の 効果測 定を 行い ながら 運用 方法を 検討 して

いくことが必要なのではないでしょうか。

そ こで 、現在 、若 年 層向け の情 報発 信のた めに どのよ うな 広報

手段 を活 用して いる の か、ま たそ の効 果をど のよ うに評 価し てい

るのかお伺いいたします。

○田村副議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 若 年 層向け につ きま して、 他の 年齢層 と同 じく、

広報 紙や ＳＮＳ など 様 々な媒 体で 情報 を発信 して いると ころ でご

ざい ます が、例 えば Ｊ －Ｃｏ ｉｎ キャ ンペー ン関 連の発 信、 こう

いっ たも のの分 析結 果 により ます と、 特にイ ンス タグラ ム、 ＬＩ

ＮＥ での 情報発 信に 対 して若 年層 の閲 覧数が 最も 多く、 他の 媒体

と比べまして高い効果を得られているものと考えております。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 Ｓ ＮＳ で 発信し てい るイ コール 若年 層にし っか り届

いて いる という よう な ことで はな いと 思いま すの で、先 ほど 御答

弁い ただ いたよ うな 内 容で若 年層 の閲 覧数が 多か ったと いう とこ

ろは非常によかった点かなというふうに思っております。

自 治体 の情報 発信 と いうも のは 、若 年層に 限ら ず市民 全体 に向

けた もの である 一方 で 、ター ゲッ トに よって はや はり必 要な 情報



であ った り有益 な情 報 という のが 異な ってく ると いうよ うな こと

が考 えら れます 。で す ので、 ター ゲッ トごと の情 報発信 の戦 略と

いう もの が必要 にな る という ふう に思 ってお りま すが、 ター ゲッ

トご との 情報発 信の 戦 略をど のよ うに 考えて おら れるか お伺 いを

いたします。

○田村副議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 市 の 取組な どに つき まして まず は知っ てい ただ

くこ と、 これが 重要 で あると 考え てお ります 。そ の考え の下 、全

ての 年齢 層の方 に対 応 する従 来型 の紙 媒体の 情報 発信も 併用 しつ

つ、 若年 層には 先ほ ど 言いま した イン スタグ ラム やＬＩ ＮＥ 、少

し上 の年 齢層に はフ ェ イスブ ック など を活用 する ととも に、 特に

届け たい 情報に つき ま しては ＳＮ Ｓ広 告や動 画配 信サー ビス の広

告を 活用 するな どい た しまし て、 内容 や対象 に応 じた効 果的 な情

報発信になるよう取り組んでいるところでございます。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 Ｓ ＮＳ も 使い分 けを して いただ いて るとの こと だっ

たん です けれど も、 載 せる情 報も 何で もかん でも アップ して いく

とい うよ うなこ とで は なくて 、媒 体に よって 工夫 しなが ら活 用を

していただきたいなというふうに思っております。

こ こま では情 報発 信 者であ る自 治体 が相手 であ る地域 住民 に情

報を 伝え る一方 向の 情 報伝達 につ いて 質問し てき ました が、 少し

視点 を変 えて双 方向 性 の情報 伝達 とい うとこ ろに ついて 伺い たい

と思 って おりま して 、 双方向 性の 情報 伝達と は、 情報発 信者 と情

報受 信者 との情 報の や り取り が双 方向 の形を 取る ものを 指し ます。

自治 体の 施策を 地域 住 民に伝 える だけ でなく 、地 域住民 から 自治



体に 対し て地域 の取 組 や困り 事、 その 解決策 を提 案する など 、双

方が 情報 の発信 者か つ 受容者 とな り、 自治体 と地 域住民 の相 互理

解をしていくことができます。

若 年層 におい ては 、 自治体 との 接点 が比較 的少 ないと いう よう

なこ とが 考えら れま し て、ほ かの 世代 に比べ ると なかな かつ なが

れて いな い状況 であ る という ふう にも 仄聞を して おると ころ であ

ります。

で すの で、こ うい っ た若年 層と つな がる機 会と いうも のを もっ

とも っと 増やし てい た だきた いな とい うふう に思 うわけ です けれ

ども 、本 市とし て若 年 層と自 治体 がつ ながる 機会 を増や すた めに

どのような取組を検討されているのかお伺いしたいと思います。

○田村副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 若年 層と つな がるた めの 具体的 な方 法に

つい てで ござい ます が 、現在 イン スタ グラム 、Ｌ ＩＮＥ での 情報

発信 、米 子市の ファ ン クラブ 、米 子ヨ ネギー ズク ラブへ の入 会、

ふる さと 納税を 通じ た 寄附、 二十 歳を 祝う会 の実 行委員 会の 参加、

市内 就職 関連、 婚活 イ ベント 等の 情報 発信を 行い 、若年 層と のつ

ながりづくりに取り組んでいるところでございます。

ま た、 情報発 信だ け でなく 、子 ども 、若者 の意 見を聞 く取 組と

いた しま して、 今年 度 からよ なご っこ ポータ ルと いうサ イト を作

成い たし まして 、イ ベ ントの 情報 発信 及び相 談や 提案が でき る仕

組みを構築したところでございます。

二 十歳 を祝う 会や 高 校の卒 業式 等で 周知を 行い 、今後 も若 者の

意見 を聞 きなが ら若 年 層と自 治体 がつ ながる 機会 の創出 に取 り組

んでまいります。



○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 若 年層 と 自治体 がつ なが る機会 の創 出に取 り組 んで

いっ てい ただく との こ とで、 引き 続き よろし くお 願いし たい と思

います。

参 考ま でにな んで す けれど も、 二十 歳を祝 う会 という もの をほ

かの 自治 体さん の例 で ＬＩＮ Ｅか ら申 し込ん でも らうよ うな 形を

取る こと で、そ こで つ ながっ て継 続的 に申し 込ん でくだ さっ た方

に就 職情 報であ った り とか地 域の 情報 を定期 的に お届け する とい

うよ うな 取組を され て いると ころ もあ りまし て、 やれば やる ほど

どん どん 積み上 がっ て いくと 思い ます ので、 そう いった 継続 的に

つな がれ るよう な仕 組 みもぜ ひ考 えて いただ きた いなと いう ふう

に思っております。

そ れで は、最 後の 質 問に移 りた いと 思いま す。 元町パ ティ オ広

場の整備状況について伺います。

元 町パ ティオ 広場 は 、中心 市街 地の 商店街 に憩 いとに ぎわ いの

場を 生み 出すこ とに よ り、中 心市 街地 の活性 化を 図るた め、 イベ

ント 広場 として 設置 さ れたも のと いう ふうに 理解 をして おり ます。

イ ベン ト広場 とし て の利便 性向 上の 観点か ら、 これま でに も電

気設 備の 整備で あっ た り屋根 の設 置を 行って いた だいた とこ ろで

あり まし て、イ ベン ト 開催時 の利 便性 という もの は向上 して きて

いるものと認識をしております。

そ の一 方で、 公衆 ト イレと いう もの が未整 備と いう課 題が 依然

として残っているというふうに考えております。

以 前、 パティ オ広 場 に公衆 トイ レを 整備す ると いうよ うな こと

が話 題に 上がっ たと い うふう に記 憶を してい るん ですけ れど も、



現在の検討状況についてお伺いをしておきたいと思います。

○田村副議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 元 町 パティ オの 現状 につい てお 答えい たし ます。

直近 では 、令和 ４年 度 にパテ ィオ 広場 の屋根 の整 備を検 討す る際、

あわ せて 、トイ レの 設 置につ いて も可 能性を 検討 した経 過が ござ

いま す。 関係者 の意 見 も伺い なが ら、 イベン トを 開催で きる 十分

なス ペー スを確 保す る ため、 屋根 やベ ンチを 設置 するこ とと なっ

たところでございます。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 イ ベン ト 広場の スペ ース 的に、 なか なか広 場内 にト

イレ を設 置する とい う のが難 しい かな という よう なこと も伺 って

おります。

元 町パ ティオ 広場 で は、定 期的 に今 もイベ ント が開催 され てお

るよ うで して、 多く の 市民や 観光 客が 訪れる 機会 が増え てき てい

ると 認識 を持っ てお り ます。 イベ ント は商店 街の 活性化 や地 域の

にぎ わい 創出に つな が る重要 な要 素と いうふ うに 考えて おり ます。

た だ、 トイレ 不足 と いうよ うな とこ ろは、 イベ ント運 営側 にと

って は、 私もイ ベン ト 運営と かに 関わ ること もあ るんで すけ れど

も、 非常 に大き な課 題 という ふう に認 識を持 って おりま して 、利

用者 の滞 在時間 の短 縮 であっ たり 利便 性の低 下に つなが ると いう

ような可能性もあります。

ト イレ がない こと で 特に影 響を 受け るのが 、小 さな子 ども をお

連れ の御 家族等 が大 き く影響 を受 ける かなと いう ふうに 思っ てい

ると ころ ではあ るん で すけれ ども 、イ ベント 広場 にトイ レが ない

こと でど のよう な影 響 がある と認 識を してい るか お伺い した いと



思います。

○田村副議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 先 ほ ど議員 がお っし ゃられ まし たとお り、 我々

もほ ぼ同 様でご ざい ま す。地 元商 店街 関係者 やイ ベント の関 係者

から は、 周辺に トイ レ がない こと につ いて、 親子 連れが イベ ント

に参 加し にくい 、イ ベ ントや 商店 街で も滞在 時間 の低下 や集 客力

が低 下す る、そ のよ う な声を いた だい ている とこ ろでご ざい ます。

な お、 現状で は、 イ ベント 開催 時に おきま して 法勝寺 町の 地内、

これ は具 体的に は西 念 寺さん の横 のほ うに公 衆ト イレが ござ いま

す。 それ と図書 館の 公 衆トイ レな どを 案内し てい るとと もに 、周

辺の 店舗 の御厚 意で ト イレを 使用 させ ていた だい てると いう 現状

でございます。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 お 答え い ただい た内 容で 、私も その ように 思っ てお

りま して 、広場 にト イ レがな いこ とで 影響の ある という とこ ろが

イベ ント 時に限 って の 話だと いう ふう に思い 込ん でいた んで すけ

れど も、 商店街 さん の ほうに いろ いろ 話を伺 って みると 、ど うや

らイ ベン ト時以 外で も 少しお 困り 事感 がある よう でして 、幾 つか

紹介 させ ていた だき た いと思 うん です けれど も、 最近で すと イン

バウ ンド の観光 客の 方 がスー ツケ ース 引きな がら あの通 りを 歩い

てお られ るとき に、 近 隣の店 舗に トイ レがな いか という とこ ろで

訪ね に来 られた 際に 、 何度か イン バウ ンドの 観光 客の方 を近 くの

トイ レに 御案内 する と いうよ うな こと があっ たみ たいで 、そ うい

った こと がちょ っと 負 担とし てあ ると いうよ うな ことで あっ たり

とか 、最 近、フ ィー ル ドワー クと いう ものも あの エリア で増 えて



きて いる ようで すが 、 その際 に公 衆ト イレが ない ので少 し不 便で

ある とい うよう な話 も 伺って おり まし て、イ ベン ト時に 限ら ず平

時の 部分 でも、 あの エ リア、 先ほ ど部 長が御 答弁 いただ いた 法勝

寺の とこ ろまで 行け ば あるん です けど も、大 分老 朽化し てい るよ

うな こと もあり ます の で、そ うい った 日頃か らの お困り 事感 もあ

るということをお伝えしておきたいと思います。

少 し話 が替わ りま し て、近 年、 全国 の商店 街で 課題と なっ てお

りま すの が、空 き店 舗 であっ たり 空き 地とい うも のの増 加で す。

本市 の商 店街に おい て も、か つて にぎ わいを 見せ ていた エリ アで

も空 き地 が目立 つよ う になっ てき てお り、地 域の 活力低 下が 懸念

されております。

空 き地 が増え るこ と の問題 は、 単に 景観が 悪化 すると いう こと

だけ では なく、 商店 街 の回遊 性が 低下 したり 地域 の魅力 が薄 れる

ということにも影響があるというふうに考えております。

こ うし た空き 地を 公 共空間 とし て活 用する 取組 を進め てい る地

域も ある という ふう に 認識を 持っ てお ります が、 本市の 商店 街に

おい ても こうし た空 き 地の増 加が 課題 になっ てい ると考 えま すが、

商店 街に おける 空き 地 の現状 と課 題感 につい て、 御見解 をお 伺い

いたします。

○田村副議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 法 勝 寺通り 、本 通り 、元町 通り におき まし て、

この 一、 二年の 間で 数 棟の家 屋が 解体 され、 空き 地が増 えて いる

ということは認識しております。

ア ーケ ードの 撤去 に 伴いま して 、こ れまで はな かなか 解体 され

ませ んで したが 、危 険 な家屋 が適 切に 撤去さ れた 例も承 知し てお



り、 今後 はこれ らの 空 き地が 早急 に活 用され るこ とが望 まし いと

考えております。

○田村副議長 森田議員。

○森 田議 員 こ れら の 空き地 が早 急に 活用さ れる ことが 望ま しい

と考 えて おられ ると い うこと で、 非常 に同感 だな という ふう に思

っております。

こ こま で公衆 トイ レ の必要 性に つい てお話 をさ せてい ただ きま

して 、現 実的に は広 場 内にト イレ を設 置する とい うのは スペ ース

の関 係も あって 難し い という よう なこ とだっ たか と思う んで すけ

れど も、 こうい った 空 き地が 増え てき ている 、そ してこ れを 活用

する こと で公衆 トイ レ を設置 でき ると いうよ うな 可能性 があ るの

では ない かとい うふ う に思っ てお りま す。こ の商 店街の 空き 地に

公衆 トイ レを整 備し 、 あわせ て、 ベン チや植 栽を 設置す るこ とで

滞留 空間 を創出 する こ とも可 能な ので はない かと いうふ うに 考え

ます。

本 市に おいて も、 空 き地を 単な る未 活用地 のま まにし てお くの

では なく 、地域 の課 題 解決に 役立 てる 方策を 検討 すべき では ない

かと 考え ます。 パテ ィ オ広場 近隣 の空 き地を 活用 した公 衆ト イレ

整備について、市の方針をお伺いしたいと思います。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 パ ティ オ 広場周 辺の 公衆 トイレ の整 備、必 要性 等に

つき まし ては、 先ほ ど 経済部 長か らも 答弁を いた しまし たし 、ま

た議 員か らもそ の必 要 性とい うも のを 御指摘 をい ただい たと 思い

ます。

そ うい う意味 では 、 イベン トが 恒常 的にさ れて いるこ とで すと



か、 ある いは周 辺を 歩 かれる 方に 対し て適切 に公 衆トイ レを 整備

して いく という こと は 、私も 必要 なこ とだと いう ふうに 思い ます。

そ こで 、どこ の場 所 に設置 でき るの かとい うと ころで 、空 き地

の活 用と いう御 意見 を いただ きま した 。我々 のほ うでそ うし たト

イレ が設 置でき るよ う な空き 地が ある のかど うか 、周辺 の辺 りを

少し 調査 をさせ てい た だいた 上で 、そ のよう なこ とがで きる ので

あれ ばト イレの 設置 に 向けて 検討 を進 めたい とい うふう に思 いま

すが 、い ずれに いた し まして も、 地元 商店街 振興 組合な どの 意向

など もよ く踏ま えて 、 この辺 につ きま しては 事業 主体も 含め てこ

れは考えていきたいというふうに思います。

○田村副議長 森田議員。

○森田議員 非常に前向きな御答弁をありがとうございます。

お っし ゃると おり 、 課題感 とし ても 共有さ せて いただ けた かな

とい うふ うに思 いま す し、あ のエ リア も公衆 トイ レもな く、 日頃

から もお 困り感 があ る という よう なこ とも伺 って おりま すの で、

ぜひ 引き 続き前 向き に 取り組 んで いた だきま すよ うお願 いを 申し

上げ まし て、私 の質 問 を終わ らせ てい ただき ます 。あり がと うご

ざいました。

○田村副議長 以上で本日の日程は終了いたしました。

お 諮り します 。本 日 はこれ をも って 散会し 、明 ５日は 休会 とし、

６日 午前 １０時 から 会 議を開 きた いと 思いま す。 これに 御異 議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○田村副議長 御異議なしと認め、そのように決定いたします。

本日はこれをもって散会いたします。



午後４時３４分 散会


